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スタンダード薬学シリーズⅡ 

“第 3巻 化学系薬学 Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解” 第 1刷，第 2刷 

正誤・参考（2019年 4月追加） 

 

（1）正  誤 

SBO 該当箇所 誤（修正箇所を赤で示した） 正（修正箇所を赤で示した） 

SBO 3 p.21 図 3・4 
  

SBO 6 p.62 

  

SBO 8 p.82 SBO8 の

要点 

p.85 図 8・5 

  

SBO 8 p.92 

図 8・17 

  

SBO 9 p.99 

図 9・7 

  

SBO 14 p.127 表 14・1

下から 4行目 

サキナビル ジドブジン 

SBO 14 p.130 

  

SBO 16 p.139 演 習

16・1の下から

3行目 

…アレスキレン… …アリスキレン… 

SBO 17 p.149 
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SBO 20 p.172 

例題 20・2 

 

 

 

 

SBO 20 p.175 上から 6

行目，図 20・19 

N-アセチル-p-ベンゾキノン N-アセチル-p-ベンゾキノンイミン 

SBO 23 p.204 上から

11行目 

ドラッグで，ジアゾメタンが，… ドラッグで，以下の反応で生じるメチルジアゾニ

ウム＊が，… 

SBO 23 p.204 〈誤〉 

 

〈正〉 

 

SBO 32 p.255 

図 32・2 

  

SBO 35 p.277 上から

6行目 

9α位にフッ素原子が導入され，プレドニゾロンよ

りも CYP3A4 に対する代謝抵抗性を獲得してい

る． 

9α位にフッ素原子，16α位にメチル基が導入さ

れ，結果としてプレドニゾロンよりも薬効が高ま

った． 
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SBO 36 p.281 

図 36・4 

  

SBO 37 p.286 SBO37

の要点 

  

SBO 38 p.292 上から

4行目 

…加水分解を経てジアゾメタンを発生する… …メチルジアゾニウム＊を発生する… 

SBO 38 p.292 

図 38・10 

〈誤〉 

   

 

〈正〉 

    

 

解答 

SBO 13 

p.323 

演習 13・1 
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解答 

SBO 13 

p.326 応用・発

展 19・1 

  

 

 

 

 

（2）参  考 

SBO 該当箇所 
変更前 

（変更箇所を赤で示した） 

変更後 

（変更箇所を赤で示した） 

SBO 5 p.49 

上から 7行目 

臨床薬として用いられている金属錯体として消化

性潰瘍治療薬として使用されているものに，… 

臨床において消化性潰瘍治療薬として使用されて

いる金属錯体に，… 

SBO 6 p.68 

図 6・25の立体

構造を参考と

して示す 

（青はグリセ

ロール） 

 

カルジオリピン（ジホスファチジルグリセロール） 

SBO 6 p.69 

図 6・26の立体

構造を参考と

して示す  

スフィンゴシン 

 

セラミドの概念図 

 

スフィンゴミエリン 

SBO 6 p.69 

図 6・27の立体

構造を参考と

して示す 

 

図 6・27 セレブロシドの構造 
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SBO 7 p.79 

図 7・10 

  

SBO 7 p.79 

図 7・11 

  

SBO 12 p.119 

最下段 

  

SBO 26 p.224 

  

 


